
受付No.  2026年度 アートによる地域振興助成（スタートアップ）

公益財団法⼈ 福武財団 理事⻑ 福武英明殿
募集要項に則り、本応募⽤紙に記載した通り、標記助成に応募いたします。

＜団体プロフィール＞

団体名 ⼀般社団法⼈仮かっこ

住所 〒927-1214 ⽯川県珠洲市飯⽥町26-41-2

団体区分 ⼀般社団法⼈ スタッフ数 2 名
代表者⽒名（カナ） シンヤ ケンタ

役職 代表理事 年代 30代前半
代表者⽒名 新⾕ 健太

団体URL1 https://www.karikakko.jp/

団体URL2

＜申請者・実務担当者＞※団体所在地と同じ場合は「同上」*申請者には、助成に関する諸⼿続きの連絡担当者の名前を記⼊してください。

申請者⽒名（カナ） カエデ ヒロミ
役職 理事 年代 30代前半

申請者⽒名 楓 ⼤海

連絡先 e-mail karikakko.azuma@gmail.com 電話番号 080-6914-1870

住所

（書類の送付先）
同上

＜プロジェクトリーダーの略歴＞※アートプロジェクト等の運営経験や当時の役割を記載してください。

⽒名（カナ） カエデ ヒロミ
役職/肩書 運営責任者 年代 30代前半

⽒名 楓 ⼤海

年（⻄暦） ⽉ 略歴（活動内容）

2022年4⽉ 「スズシアターミュージアム」の運営責任者としてメンテナンスからイベント運営に関わる。
2023年3⽉ 「のと鉄道アートステーション -ポッポヤ・イン・レジデンス-」の運営を担いアーティストとしても参加した

＜福武財団の助成実績＞

助成を受けて活動した年度

    

＜外部協⼒者の状況＞

⽒名 年代 組織名 所在地（市町村まで） 協⼒内容（できるだけ具体的に）

北澤晋太郎 30代後半 NPO法⼈ガクソー ⽯川県珠洲市
教育NPOを運営しており、現地の⼦どもたちなどと
繋ぎ、ワークショップなどのイベントに協⼒してもらう

⻄海⼀紗 30代前半
⼀般社団法⼈サ
ポートスズ ⽯川県珠洲市

震災後に「スズレコードセンター」というアーカイブセンターを⽴ち上げ、企画運営
をしている。アーティストが現地のリサーチをする際に資料の提供などのサポートを
してもらう。



＜活動内容・事業計画について＞

表現⼿法 アーティスト・イン・レジデンス

活動テーマ 被災地（の地域振興）

事業名 アーティスト・イン・レジデンス・スズ
2026年度の活動期間 2026/04/01 〜 2027/03/31

活動に従事するスタッフ数 2名

1. 団体の活動の概要

⽯川県珠洲市を拠点に、アーティスト・イン・レジデンス（AIR）事業を⽴ち上げます。被災した活動拠点予定の物件の整備を

⾏い、アーティストのみならずサイエンティストや他分野のクリエイターを招聘。地域の⾃然・歴史・⽂化資源のリサーチとアーカイブ

を重点的に実施し、滞在者と地域住⺠が協働する公開リサーチやワークショップを通じて、地域資源の再発⾒と創造的活⽤を

促進します。多分野の知と表現を交差させることで、珠洲市に持続可能な⽂化創造のプラットフォームを築き、地域の魅⼒発信

と⽂化的活性化に寄与します。また、AIRの定着により、地域と国内外の創造者の持続的な交流を促進します。

2. これまでの活動の沿⾰

申請事業の活動年数 0〜1年

年（⻄暦） ⽉ 活動内容

2025年1⽉ 活動拠点予定の物件の購⼊

2025年9⽉ 活動拠点予定の物件の残留品の整理

2025年9⽉ 建築⼠による診断

3. 活動エリアについて

活動エリア ⽯川県 珠洲市

活動エリアの特⾊
（歴史、⽂化、地域

性、魅⼒など）

⽯川県最北端に位置する珠洲市は、豊かな⾃然と独⾃の⽂化を有する地域です。⽇本海側に⾯する外
浦地区は美しい岩礁が続き、富⼭湾に⾯する内浦地区は砂浜が続き、能登半島でも外浦と内浦を⾯し
ているのは珠洲市だけである。古くから伝統的な塩作りや珪藻⼟を利⽤した産業、もちろん漁業や農業な
ど⾃然を基盤とした⽣業がある。また、地域コミュニティの結びつきが強く、祭礼や伝統⾏事が今も⼤切に
継承されています。海と⼭に囲まれた地理的特徴から、暮らしの知恵や地域資源の活⽤が⽇常に息づ
き、独⾃の⽣活⽂化が育まれてきました。また、北前船の寄港地であり交易や⼈々の交流が盛んだった歴
史もある。

活動エリアの課題
（まず初めに、活動エリ

アにおける課題を簡潔に

ご記載ください。続けて、

その課題の背景や詳細

について、できるだけ具体

的にご記⼊ください。）

珠洲市は少⼦⾼齢化が進み、消滅可能性都市として指定され、⼈⼝減少が⼀番の課題である。
これは半島の先端に位置している地理的特徴もあるが、全国の過疎地域の共通である、都市圏への⼈⼝
流出が原因であると考える。それゆえ、地域に根付いた伝統⽂化や⽣活⽂化の継承が危機に直⾯してい
る。祭礼や伝統⾏事、漁業や農業に関わる⽣活技術、地域独⾃の知恵や習慣は、担い⼿の減少により
次世代への伝達が⼗分に⾏われていない。また、能登半島地震により多くの家屋が被災し解体されたこと
により、活動したいと思っても活動拠点が不⾜していることにより⼗分な活動ができない点も⼤きな課題で
ある。

貴団体の地域に
対するミッション

（活動の⽬的）

我々は、珠洲市の伝統⽂化や地域資源の継承・再発⾒を通じ、持続可能な⽂化創造の基盤を築くこと

を⽬的とする。アーティストやサイエンティスト、その他多分野のクリエイターを招聘し、地域の⾃然・歴史・⽣

活⽂化のリサーチやアーカイブを⾏うことで、地域資源の価値を体系的に可視化する。滞在者と住⺠が協

働するワークショップや公開リサーチを通じ、地域⽂化の理解を深め、次世代への継承を促進させる。また、

国内外の創造者と地域住⺠が交流する場を提供することで、新たな⽂化的ネットワークを形成し、珠洲

市を創造・学び・発信の拠点として発展させることを⽬指す。



4. アートプロジェクトならではの新しい表現への挑戦や、新しい発想にもとづく社会課題解決への試みなど、アピールポイントを
 お書きください。

本プロジェクトは、珠洲市に残る暮らしや⾵景、⾔葉、⽂化的記憶を題材に、アートの視点や⼿法を⽤いて地域の「記録」と「再

解釈」、「解体」と「再構築」を⾏う試みである。従来の⽂化保存活動が資料的・記述的であるのに対し、本活動では映像・⾳

声・インスタレーションなど多様な表現を通じ、地域の記憶を感覚的に体験できる新たなアーカイブを構築する。

我々が移住し9年経ち、多くの地域住⺠と関わり、対話し関係を作ってきた。今までに蓄積した関係性を最⼤限に発揮し、アー

ティストが地域住⺠との対話や協働を重ねることで、記録が単なる保存にとどまらず、地域の誇りや未来への意識を喚起する

「⽣きた⽂化資源」として機能することを⽬指す。

また、アーティストだけでなくサイエンティストなど様々な分野の⼈々を呼び、アートと他分野が融合することで、より多⾓的な視点、

創造的な視点が⽣まれ、新しい価値の提⽰と社会的なつながりの再⽣を促す。

＜今年度の活動について＞

5. 2026年度の活動の具体的な⽅法（前記のミッションを実現するための表現⽅法や参加アーティストなど）

[活動内容]
・被害にあった活動拠点予定の物件の修繕と整備。：活動拠点予定は能登半島地震で被災し、全体的にに損傷があるため修
繕をする。備品を整備する。
・アーティスト・イン・レジデンス運営。：様々なジャンルの⼈々を招聘し、リサーチ及びワークショップ、アウトプットをサポートする。
・リサーチ内容やアウトプットのアーカイブをWebで公開：「スズレコードセンター」と協⼒しながら記録し整理しWebでアーカイブし公開
していく。
[レジデンス招聘件数] 4件（予定）
招聘予定候補 ・beatfic（アートコレクティブ） ・松⼭⼀雄（サイエンティスト） ・神道朝⼦（アートマネジメント・東京藝術
⼤学博⼠課程在学中） ・加藤⾄（アーティスト） など
[体制]
・拠点整備：申請者である⼀般社団法⼈仮かっこを中⼼に作業し、専⾨性が必要な箇所は市内業者に委託する。
・レジデンス運営：申請者である⼀般社団法⼈仮かっこを中⼼に「NPO法⼈ガクソー」と協⼒しながら運営する。
・リサーチ内容のアーカイブ：申請者である⼀般社団法⼈仮かっこなどを中⼼に「スズレコードセンター」と協⼒をしながら記録をし、編
集からWebに公開までする。

6. 2026年度の実⾏計画（⽬標を実現するために、いつ・どこで・何を実現するのか）

年  ⽉ 活動内容

2026年4⽉ 活動拠点予定物件の修繕及び整備。4/1〜6/30の期間を予定しているが、修繕内容によって前後することもある。

2026年7⽉ アーティスト・イン・レジデンスの運営を開始。修繕内容によって前後することもある。

2026年7⽉ １件⽬の受け⼊れ。

2026年8⽉ 記録したものをWEBで公開。

2026年9⽉ ２件⽬の受け⼊れ。

2026年10⽉ 記録したものをWEBで公開。

2026年11⽉ ３件⽬の受け⼊れ。

2026年12⽉ 記録したものをWEBで公開。

2027年2⽉ ４件⽬の受け⼊れ。

2027年3⽉ 記録したものをWEBで公開。



7. 2026年度のプロジェクト評価の観点や指標をどのように設定しますか。
  定性（状態的な⽬標）、定量（数値の⽬標）をお書きください。

［評価観点］
地域⽂化の理解・継承の促進、多分野交流による新たな創造の芽の発⽣、地域の⽂化発信⼒・関係性の向上を主な観点と
する。滞在アーティストやサイエンティストなどの滞在者、地域住⺠、協働団体を対象に、活動を通じた意識変化や交流の質を
把握する。
［評価⼿法］
各プログラム終了後に、滞在者および地域住⺠を対象としたアンケート調査を実施し、満⾜度・理解度・関与意識などを5段階
で評価する。アンケートはオンラインまたは紙⾯で配布し、⾃由記述欄では参加を通じて得た気づきや今後の関わりへの意欲を記
録する。さらに、ワークショップや公開リサーチ後には、参加者を対象にヒアリングを⾏い、交流による新たな発想や学び、地域⽂
化への理解の深まりを質的に分析する。また、滞在者には成果レポートや活動記録を提出してもらい、地域との協働内容や創
造的成果を把握する。
［評価⽬標値］
アンケート回収率は全体の70％以上を⽬標とし、各評価項⽬（満⾜度・理解度・関与意識）の平均点が5段階中3.5以上と
なることを⽬指す。これにより、地域と滞在者の双⽅における⽂化理解と交流の深化を確認する。

8. 2026年度の翌年以降の、地域に持続的に関わる中期計画と将来ビジョンをお書きください。
※⼀般申請者は、その計画・ビジョンの展開がこれまでの活動の積み重なりにどのように紐づいているかと、その展開に事業や運営体制を
 どのように反映していくかについてもお書きください。

2026年度以降は、⽴ち上げ期に⾏うリサーチや試⾏的プログラムを基盤として、珠洲市の⾵⼟や⼈々の暮らしに根ざしたアーティ

スト・イン・レジデンスの運営体制を整える。まずは、地域住⺠や⾃治会、学校、地域団体との関係を丁寧に築き、滞在者と地

域が双⽅向に関わる仕組みを確⽴する。ワークショップや公開リサーチを通じて地域の知恵や記憶を共有し、それらをアーカイブと

して記録・保存することで、⽂化の継承と新たな創造の両⽴を図る。

中期的には、年数回のレジデンス受け⼊れを継続しながら、地域に定着した「⽂化の実験場」としての役割を強化する。芸術家

や研究者のみならず、地域の職⼈、漁業・農業従事者など、珠洲で暮らす⼈々⾃⾝が主体的に関わる機会を増やし、内外の

視点が交わる創造的な関係性を育む。また、地元の中学校や⾼校との連携授業、地域⾏事との共同企画を通じて、若い世

代が地域⽂化に触れ、未来の担い⼿として育つ環境を整える。

NPO法⼈ガクソーの拠点施設や「スズレコードセンター」などの施設を活⽤し、滞在成果や地域⽂化のアーカイブを公開する。観

光的なイベントにとどまらず、地域の⼈々が⾃らの⽣活⽂化を再認識し、誇りをもって次世代へ継承していくことを⽬指す。レジデ

ンスで⽣まれた関係性やネットワークを基盤とし、珠洲の⾃然・⽂化・⼈の営みが循環する環境の⼀端を⽬指していく。

9. 2026年度以降、複数年の助成を希望していますか？

はい



＜活動の様⼦＞

活動拠点予定の破損箇所①（壁
が複数箇所剥がれ落ちている）

活動拠点予定の破損箇所②（天
井が剥がれ落ちている、屋根の⽡
が破損している）

仮（ ）-karikakko-のポートフォ
リオ



＜収⽀内訳書＞

申請助成⾦額 3000千円

福武財団助成⾦の⽀出内訳

項⽬ 内容 ⾦額（千円） 備考

謝⾦・委託費・⼈件費 滞在者へのリサーチ及び発表委託費 800千円 １団体200千円×4件 リサーチ及び制作に
かかる費⽤

旅費交通費 滞在者への珠洲市までの交通費 200千円 １団体50千円×4件 往復

広報宣伝費 滞在者の展⽰、報告会の広報印刷費 200千円 １団体50千円×4件 ネット印刷を利⽤す
る予定

謝⾦・委託費・⼈件費 広報デザインの委託費 200千円 １団体50千円×4件 デザイナーに依頼

旅費交通費 運営者が市内外を移動するための燃料費 300千円

謝⾦・委託費・⼈件費 ワークショップの企画、運営委託費 200千円 １団体50千円×4件

謝⾦・委託費・⼈件費 報告会の企画、運営委託費 200千円 １団体50千円×4件

会場費・借料 ワークショップ、報告会、展⽰会場の会場費 240千円 １団体60千円×4件

謝⾦・委託費・⼈件費 運営事務作業の委託費 600千円 50千円×12ヶ⽉

消耗品費 運営にかかる消耗品費 60千円 コピー⽤紙、インク代、筆記⽤具、事務⽤品
など

合計 3000千円

事業全体の収⽀内訳

＜収⼊＞ ＜⽀出＞

項⽬ 内容 ⾦額 備考（詳細） 項⽬ 内容 ⾦額 備考（内容）

助成⾦ 福武財団 3000千円 助成⾦ 福武財団 3000千円

助成⾦ 公益財団法⼈ ⼩笠原
敏晶記念財団 3000千円

令和6年能登半島地震 第4
次緊急助成（現代美術・伝
統⼯芸分野）に申請済み。
主に修繕⼯事に充てる予定。

謝⾦・委託費・⼈
件費 修繕⼯事委託費 2500千円 活動拠点予定

物件の修繕費

その他、諸経費
活動拠点予定物件の
管理費 500千円 ⽔光熱費や通

信費など

合計 6000千円 合計 6000千円

＜助成⾦対象外の項⽬例＞ ＜個⼈情報の取り扱いについて＞
以下のものは、助成対象外となります。ご注意下さい。

■管理費となるもの

・事務所の家賃、⽔道光熱費など

・恒常的な組織の⼈件費(事務局コスト)

■固定資産取得のための⽀出、及び恒常施設の保守修繕費となるもの

・備品、パソコン・コピー機、カメラ・ビデオ機器等、固定資産となるものの購⼊

・事務所、会場などの設備等の保守修繕に対する費⽤

■助成の趣旨に合わない⽀出

・交通機関を利⽤する際のグリーン⾞、ビジネスクラス、⾼額な宿泊料⾦

・⾼額な飲⾷を伴う接待費⽤

■下記、謝⾦・委託費・⼈件費の関わる項⽬

・プロジェクトの活動の外注費が⼤きい場合や丸投げしている場合

・⾃団体メンバーやプロジェクトリーダーなど申請事業に関わるメンバーへの謝⾦・委託費・⼈件費

申請書に記載いただいた⽒名、⽣年⽉⽇、年齢、所属機関名、部署・学部、役
職、住所・連絡先、 電⼦メールアドレス、事業協⼒者、プロジェクトメンバーの⽒
名、年齢などに関しては「個⼈情報保護に関する法律」に則り、個⼈情報として
厳正に管理し、下記の⽬的に限り利⽤します。

１）申請に対する選考及び選考結果の通知

２）助成決定後の諸⼿続きの連絡

３）Website、広報パンフレット等での助成者決定の公表（⽒名、

  所属機関、職名、活動等の概要、助成⾦額）

４）当財団内管理業務（成果報告、会計報告提出に関連する連絡

  業務など）

５）当財団主催事業の案内


